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六
月
に
総
会
も
終
わ
り
、
五

期
目
（
組
合
創
立
以
来
は
じ
め

て
）を
迎
え
た
髙
橋
理
事
長
は
、

七
月
度
定
例
理
事
会
を
吉
祥
出

前
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ
会
議
室
に
於

い
て
七
月
二
十
三
日
（
火
）
午

後
二
時
三
十
分
よ
り
開
催
。
出

席
者
八
名
。
冒
頭
髙
橋
理
事
長

が
「
お
暑
い
中
皆
様
ご
苦
労
様

で
す
。
こ
れ
よ
り
七
月
度
定
例

理
事
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

諸
議
題
に
つ
い
て
ご
協
議
下
さ

い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。」
と
挨
拶
。

議 

題

一
、
報
告
事
項

七
月　

２
日　

 
生
衛
業
セ
ミ
ナ
ー
（
沖

縄
会
場
）

　
　
　
（
於 
）パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ホ

テ
ル
沖
縄

４
日　

石
井
正
弘
出
陣
式

　
　
　
（
於 

）
岡
山
県
卸
セ
ン

タ
ー
オ
レ
ン
ジ

ホ
ー
ル

　
　
　
　

秋
山
氏
他
出
席

４
日　

 

中
嶋
理
事
長
御
母
堂
儀

の
告
別
式

　
　
　
（
於 

）ア
ー
バ
ン
ホ
ー
ル

西
川
原

５
日　

 

飲
食
関
係
８
組
合
意
見

交
換

　
　
　
（
於 

）岡
山
県
総
合
福
祉

会
館
４
階
大
会
議

室髙
橋
理
事
長
出
席

10
日　

 

米
消
費
拡
大
に
係
る
推

進
活
動
計
画
提
出
（
８

／
10
ま
で
に
）

　
　
　
（
於 

）岡
山
県
米
消
費
拡

大
推
進
協
議
会
事

務
局

10
日　

 

生
衛
営
業
経
営
特
別
相

談
員
新
規
養
成
講
習
会

　
　
　
（
於 

）岡
山
県
総
合
福
祉

会
館
６
階
第
５
会

議
室

17
日　

 

指
導
セ
ン
タ
ー
、
生
活

衛
生
同
業
組
合
事
務
局

担
当
者
会
議

　
　
　
（
於 

）岡
山
県
総
合
福
祉

会
館
４
階
大
会
議

室

23
日　

 

七
月
度
定
例
理
事
会

　
　
　
（
於 

）
吉
祥
出
前
セ
ン

タ
ー
２
階

　
　
　
　

出
席
者
８
名

29
日　

 

生
衛
業
経
営
セ
ミ
ナ
ー

（
兵
庫
会
場
）

　
　
　
（
於 

）
生
田
神
社
会
館

二
、�二
十
五
年
・
二
十
六
年
の

二
年
間
組
合
新
体
制
組
織

つ
い
て

　

 　

左
表
の
通
り
に
決
ま
る
。

三
、�二
十
六
年
度
に
迎
え
る

五
十
五
周
年
記
念
事
業
の

早
案
に
つ
い
て

　

時
間
の
都
合
で
次
回
の
理
事
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七
月
度
定
例
理
事
会 
人
事
発
表
　
各
部
長
・
部
職
決
ま
る

会
に
於
い
て
話
し
合
う
こ
と
と

な
っ
た
。

四
、�

全
す
し
連
鹿
児
島
大
会
参

加
に
つ
い
て

　

出
来
る
だ
け
多
く
の
参
加
者

を
募
っ
た
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
五
名
〜
六
名

五
、�

厚
生
労
働
省
健
康
局
生
活

衛
生
課
か
ら
の
生
活
衛
生

関
係
営
業
対
策
事
業
費
補

助
金
評
価
会
に
よ
る
平
成

二
十
四
年
度
補
助
金
事
業

事
後
評
価
結
果
に
つ
い
て

① 

評
価
で
き
る
事
項
と
し
て
は

と
て
も
良
い
と
評
価
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

② 

今
後
に
向
け
て
の
助
言
。
新

規
組
合
員
加
入
者
の
獲
得
に

つ
い
て
は
継
続
的
取
り
組
み

を
。

③ 

消
費
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
な
っ
て
成
果
把
握
を
行
な

う
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
つ

い
て
実
行
し
て

い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
し

ま
す
。

（
詳
細
に
つ
い
て

は
、
左
に
記
載
の
と
お
り
）

六
、
そ
の
他
に
つ
い
て

● 
八
月
度
定
例
理
事
会
は
休
会

と
し
ま
す
。

● 

九
月
度
定
例
理
事
会
予
定
日

　

九
月
二
十
五
日
（
水
）

岡山県鮨商生活衛生同業組合組織表

理　　事　　会
理事長　髙橋　啓一

専
務
理
事
　藤
岡
　秀
男

事
務
局
長
　河
内
　相
子

副
理
事
長
　栢
菅
　主
税

副
理
事
長
　秋
山
　量
二

会
　
　計
　吉
田
　一
彦

広
報
委
員
長
兼
務

　栢
菅
　主
税

事
業
部
　委
員
　佐
故
　昇
一

厚
生
部
　委
員
　源
　
　忠
臣

技
術
部
　委
員
　難
波
　孝
行

情
報
関
係
委
員
　佐
々
井
栄
一

情
報
委
員
会
　

総
務
部
長
兼
務

　藤
岡
　秀
男

事
業
部
長
　笠
原
好
志
子

厚
生
部
長
　折
田
　謙
司

技
術
部
長
　加
谷
　芳
樹

情
報
委
員
長
　難
波
　康
男

監
査
部
長
　近
藤
　民
生

監
査
委
員
会

監
査
役
　
　近
藤
　民
生

　
　
　
　
　本
藤
　好
夫

平成25年～26年（２年間）
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組合に加入すれば数々の特典（メリット）が得られます。組合に加入すれば数々の特典（メリット）が得られます。
すし組合に入りませんか？

電話０８６－２２３－７７７９
〒700-0913　岡山市北区大供１丁目４番15号

組合に加入して同業者の
団結でお店の繁栄を !!

すし組合では、組織の団結の力でお店の繁栄と従業員の明るい将来
を築くために活発な活動を展開しております。
皆さんと共に学習しようではありませんか。

岡山県鮨商生活衛生同業組合は岡山県鮨商生活衛生同業組合は

（岡山・玉野・倉敷・津山・新見・備前の各支部で構成されています。）

あなたのお店が未だ未加入でしたら、これを機会にぜひご加入ください
ますようお願いいたします。　お申し込みはまずはお電話で !!

〒700-0971
岡山市北区野田４丁目11－１
TEL（086）246－5311
FAX（086）246－5411
E-mail ： info@print-k. jp

印刷のご用命
おまかせ下さい！

プリント・ケイ株式
会社

岡
山
県
鮨
商
生
活
衛
生
同
業
組
合
賛
助
会

会
長
　
干
　
田
　
浩
　
逸

ほ

し

だ

　

こ

う

い

ち

（
株
式
会
社
　
武
田
製
玉
部
代
表
者
）

暑
中
お
見
舞
い

　
　
申
し
上
げ
ま
す
。

　

暑
さ
厳
し
き
折
で
す
が
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
益
々
ご
壮
健
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
当
組
合
業
務
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
格
別
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
二
十
五
年
〜
二
十
六
年
度
の
二
年
間
、

記
載
し
て
お
り
ま
す
役
員
が
皆
様
の
お
世
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
二
十
五
年　

八
月
吉
日

新鮮
FRESH!

常
任
相
談
役

常
任
相
談
役

常
任
相
談
役

理 

事 

長

副
理
事
長

副
理
事
長

専
務
理
事

常
任
理
事

常
任
理
事

常
任
理
事

常
任
理
事

常
任
理
事

理
　
　事

理
　
　事

理
　
　事

理
　
　事

監
　
　事

監
　
　事

吾
妻
寿
司

天
満
鮓

喜
怒
哀
楽

や
ま
と

サ
ン
・
ワ
ー
ル
ド
吉
祥

喜
楽

慈
恩

夜
寿
司

事
務
局

富
久
屋

す
し
友

寿
司
一

喜
怒
哀
楽

す
し
春

め
さ
ま
し

粋
来
亭 

新
粋

美
津
屋

大
瑞

難
波

　正
治

藤
本

　忠
男

難
波

　康
男

髙
橋
　啓
一

秋
山
　量
二

栢
菅
　主
税

藤
岡
　秀
男

笠
原
好
志
子

河
内
　相
子

吉
田
　一
彦

折
田
　謙
司

加
谷
　芳
樹

難
波
　孝
行

佐
々
井
栄
一

佐
故
　昇
一

源
　
　忠
臣

近
藤
　民
生

本
藤
　好
夫

岡山県鮨商生活衛生同業組合
賛助会会員

平成25年７月現在

㈱河幸海苔店 岡山営業所 ㈲ヨシノ
㈱あじかん 岡山営業所 カネク㈱ 大阪支店
金印物産㈱ 広島支店 ㈱武田製玉部
カツマル醤油醸造㈱ ㈱ミツカン 中四国支店岡山営業所
マンネン酢合資会社 ㈱林原 岡山営業所
㈱宮脇商店 福井廚房㈱
㈱かわかみ ㈱上神食糧
宮下酒造㈱ 白鶴酒造㈱ 中・四国支店
㈱いわさき 岡山営業所 久保容器㈲
㈲白神環境衛生消毒 ㈱岡山駆除
丸戸産業食品 ㈱ヤベ白衣
山県化学㈱（HP広告のみ）

25年８月

７
月
23
日
（
火
）
の
山
陽
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
こ
の
方
は
、
当
組

合
員
（
寿
司
一
野
田
高
史
様
）
親
子
で
す
。

７月22日
土用の
丑の日

暑中お見舞い
申し上げます

★
あなた
の
★
希望を

★
かなえ

★
タ

★
イ

★
あなた
の
★
希望を

★
かなえ

★
タ

★
イ

組
合
創
立
以
来
賛
助
会
員
の
皆
様
に
助
け
ら
れ
て
今
日
が
あ
り

ま
す
。
感
謝
の
意
を
忘
れ
な
い
よ
う
賛
助
店
を
ご
利
用
下
さ
い
。
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伊
原
木
隆
太
知
事
は「
安

倍
政
権
に
は
成
長
戦
略
の

具
体
的
な
道
筋
を
示
し
、

地
方
の
活
力
を
生
み
出
す

政
策
に
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
」
と
要
望
。
前
任
者
に

当
た
る
石
井
氏
に
は
「
経

験
を
生
か
し
、
県
の
発
展

に
配
慮
を
い
た
だ
き
た
い
」

と
し
た
。

　

県
市
長
会
長
の
黒
田
晋

玉
野
市
長
は
「
ね
じ
れ
解

消
で
政
策
決
定
の
ス
ピ
ー

ド
が
早
ま
る
の
は
歓
迎
」

と
し
た
一
方
、「
国
と
地
方

の
関
係
が
争
点
に
な
ら
な

か
っ
た
こ

と
は
残
念
。

国
と
地
方

が
対
等
に

議
論
で
き

る
仕
組
み

が
こ
れ
ま

で
以
上
に

求
め
ら
れ

る
」
と
注

文
し
た
。

　

選
挙
結

果
を
「
政
治
の
安
定
を
望

む
国
民
の
思
い
が
背
景
に

あ
る
」
と
指
摘
し
た
の
は

高
谷
茂
男
岡
山
市
長
。「
経

済
再
生
や
財
政
規
律
の
確

立
、
地
方
分
権
推
進
な
ど

の
課
題
を
解
決
し
、
希
望

の
持
て
る
国
づ
く
り
を
期

待
し
た
い
」
と
し
た
。

　

伊
東
香
織
倉
敷
市
長
は

「
地
方
に
は
ま
だ
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
効
果
は
届
い
て
お
ら

ず
、
安
定
政
権
の
も
と
で

地
方
で
も
経
済
回
復
が
実

感
で
き
る
よ
う
景
気
対
策

や
雇
用
確
保
な
ど
の
政
策

を
強
力
に
推
進
し
て
ほ
し

い
」
と
求
め
た
。

　

県
町
村
会
長
の
河
島
建

一
久
米
南
町
長
は
、
石
井

氏
に
対
し
「
自
治
体
の
行

財
政
運
営
に
携
わ
っ
た
こ

と
を
生
か
し
、
地
方
の
現

状
を
踏
ま
え
て
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
」
と
期
待
し
た

が
、
同
氏
が
道
州
制
に
前

向
き
な
こ
と
に
つ
い
て
は

「
平
成
の
大
合
併
を
検
証

し
、
慎
重
な
対
応
を
し
て

も
ら
い
た
い
」
と
く
ぎ
を

刺
し
た
。

着
実
な
政
策
推
進
を

　
　「
地
域
配
慮
」
石
井
氏
へ
期
待

景
気
対
策
取
り
組
む

初
当
選
で
会
見
　
石
井
氏
が
意
気
込
み

ねじれ解消に県内首長

　
自
民
が
大
勝
し
て
衆
参
の
ね
じ

れ
が
解
消
さ
れ
た
参
院
選
結
果
を

受
け
、
県
内
首
長
か
ら
は
22
日
、

着
実
な
政
策
推
進
を
期
待
す
る
声

と
と
も
に
、
岡
山
選
挙
区
で
初
当

選
し
た
元
知
事
の
石
井
正
弘
氏

（
67
）
に
地
域
へ
の
配
慮
を
求
め

る
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

21
日
の
参
院
選
岡
山
選

挙
区
で
自
民
候
補
と
し
て

12
年
ぶ
り
の
勝
利
を
収
め

た
石
井
正
弘
氏
は
22
日
、

岡
山
市
北
区
中
仙
道
の
事

務
所
で
報
道
機
関
の
取
材

に
応
じ
、「
国
政
に
臨
む
喜

び
と
責
任
の
重
さ
を
感
じ

て
い
る
。
多
く
の
支
持
を

い
た
だ
い
た
期
待
に
応
え

た
い
」と
意
気
込
み
を
語
っ

た
。

　

国
会
で
取
り
組
み
た
い

政
策
で
は
第
一
に
景
気
対

策
を
挙
げ
、「
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
で
生
産
や
消
費
の
指
標

は
上
向
き
だ
が
、
地
方
で

は
十
分
に
実
感
が
得
ら
れ

て
い
な
い
。
地
方
経
済
に

き
め
細
か
く
配
慮
し
た
政

策
を
進
め
る
よ
う
党
内
で

主
張
し
た
い
」
と
の
考
え

を
示
し
た
。

　

16
年
の
知
事
経
験
を
踏

ま
え
、
地
方
分
権
改
革
に

関
し
て
は
「
法
律
や
予
算

執
行
に
制
約
が
多
く
、
全

国
一
律
の
政
策
が
行
わ
れ

て
い
る
。
こ
れ
を
取
払
い
、

自
治
体
が
想
い
通
り
の
政

策
が
で
き
る
よ
う
支
援
す

る
」
と
強
調
。
一
貫
し
て

提
唱
し
て
い
る
道
州
制
導

入
に
向
け
た
議
論
喚
起
に

意
欲
を
見
せ
た
。

　

自
公
の
圧
勝
で
衆
参
の

ね
じ
れ
が
解
消
し
た
こ
と

に
つ
い
て
は
「『
決
め
ら
れ

な
い
政
治
』
か
ら
の
脱
却

を
求
め
る
声
が
結
果
に
つ

な
が
っ
た
と
思
う
」
と
指

摘
。「
や
る
べ
き
政
策
は
勇

気
を
持
っ
て
実
行
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
お
ご

る
こ
と
な
く
、
国
民
の
声

を
受
け
止
め
な
が
ら
政
治

を
進
め
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
　
（
山
陽
新
聞
に
掲
載
）



平成25年８月５日 第 322 号　　⑷岡　山　す　し　新　聞

〒702-8002　岡山市中区桑野 525-3　
TEL (086)274-7301　
http://www.food.hayashibara.co.jp/

岡山営業所

すし飯、

玉子焼き、

大根つまに

検索トレハ　すし飯 ウイルス対策・衛生害虫駆除施工は
信頼と実績のある当社にお任せ下さい

1-35

　

高
温
多
湿
の
夏
場
を

迎
え
、
食
中
毒
へ
の

懸
念
が
高
ま
っ
て
い

る
。
今
年
は
７
月
22
日

現
在
、
県
内
の
患
者
は

２
４
４
人
（
５
件
）
に

上
り
、
昨
年
１
年
間
の

２
４
１
人
（
13
件
）
を

既
に
超
え
た
。
県
は「
食

中
毒
注
意
報
」
を
発
令

し
、
啓
発
ち
ら
し
を
作

製
。
飲
食
業
会
や
市
民

に
食
材
の
十
分
な
加
熱

処
理
な
ど
を
呼
び
掛
け

て
い
る
。

　

６
月
に
は
、
井
原
市

の
飲
食
店
と
総
社
市
の

宿
泊
施
設
で
集
団
食
中

毒
が
相
次
い
で
発
生
。

計
59
人
が
下
痢
や
吐
き

気
な
ど
の
症
状
を
訴
え

た
。
保
健
所
が
残
っ
た

食
材
な
ど
か
ら
原
因
物

質
の
調
査
を
進
め
て
い

る
。

　

県
生
活
衛
生
課
に
よ

る
と
、
冬
の
食
中
毒
の

原
因
と
し
て
目
立
つ
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
に
対
し
、

夏
に
多
い
の
は
食
肉
や

卵
に
付
着
す
る
カ
ン
ピ

ロ
バ
ク
タ
ー
や
サ
ル
モ

ネ
ラ
な
ど
の
細
菌
類
。

昨
年
は
６
、７
月
に
起

き
た
５
件
の
う
ち
、
３

件
で
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク

タ
ー
が
検
出
さ
れ
た
。

　

Ｏ
１
５
７
な
ど
の
腸

管
出
血
性
大
腸
菌
も
こ

の
時
季
に
増
え
る
病
原

菌
。
今
年

は
ま
だ
感

染
源
が
特

定
さ
れ
て

い
な
い
た

め
食
中
毒

に
は
計
上

さ
れ
て
い

な
い
も
の

の
、
30
人

（
前
年
同

期
20
人
）

の
患
者
が

報
告
さ
れ

て
い
る
。

　

県
は
６

月
中
旬
、

最
高
気
温
と
平
均
湿
度

な
ど
が
発
令
基
準
に
達

し
た
と
し
て
食
中
毒
注

意
報
を
発
令
。
ち
ら
し

５
千
枚
を
飲
食
関
係
者

や
市
民
ら
に
配
布
し
、

飲
食
店
や
宿
泊
施
設
の

立
ち
入
り
検
査
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
。

　

県
生
活
衛
生
課
は

「
症
状
が
重
篤
化
す
る

と
死
亡
す
る
恐
れ
も
あ

る
。
調
理
器
具
は
し
っ

か
り
洗
浄
・
消
毒
を
し
、

生
鮮
食
品
は
10
度
以
下

で
保
存
す
る
な
ど
衛
生

管
理
を
心
掛
け
て
」
と

話
し
て
い
る
。

（
山
陽
新
聞
に
掲
載
）

生のお肉は生のお肉は
営業者の方へ営業者の方へ

生 肉生 肉
要注意！要注意！

岡山県マスコットももっち

これらの食中毒の原因菌のほとんどは、腸管出血性大腸菌
（O157,O111等）やカンピロバクターです。

牛肉や鶏肉の生食などが原因で食中毒が起きています

新鮮なものであってもこれらの菌が付着していることがあり、
生で食べれば食中毒になる可能性があります。

食肉の生食メニューの提供は控えましょう

食肉の生食は食中毒のリスクがあります。
特に、子どもや高齢者など抵抗力の弱い人には、提供

しないようにしてください。

生食用食肉には、成分規格が定められており、ユッケ、牛タ
タキ、牛刺し、タルタルステーキなど、加工、調理基準を満た
さないとお店で提供することはできません。また、牛レバーは
生食用で提供することはできません （平成24年7月から）

ユッケ等と牛レバーの生食は規制されています

生食用で提供することはできません。（平成24年7月から）

食肉用の調理器具を使い分けるなどして、他の食品を

原材料の食肉も取扱いに注意しましょう

岡山県・保健所

食肉用の調理器具を使い分けるなどして、他の食品を
生の肉で汚染しないようにしましょう。

岡山県生活衛生営業指導センターで
製作されたパンフレット

食中毒 244 人

昨年１年上回る
県、ちらしで啓発

７月 22日現在


